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光ネットワーク超低エネルギー化技術拠点

先端融合領域イノベーション創出拠点形成プログラム

地域産学官連携科学技術振興事業費補助金

文部科学省

イノベーションシステム整備事業



将来 ( 2025年 )

その他

大容量超高精細映像

 ＞10GB/人・日

・ 同一経路大量転送向き
映像配信に適する

・ 消費電力小
( データを光のまま通す )

( 光アンプ電力を含む )光パスネットワーク ： 回線交換
～ W / port

インターネットの現状

超高精細映像通信
　  　需要増大

・ 柔軟な制御が可能
( メール、Web などに適する )

( 処理・構造が複雑、光・電気変換 )

IP パケットネットワーク ： パケットごとに宛先

>  6 kW/Tbps

・ 消費電力大

Web 閲覧

ファイル共有 ビデオ

その他

0.1 GB/ 人 ・ 日

コンテンツ
サーバー

: 電子ルータ : 光パスプロセッサー

光パスネットワーク

大画面ディスプレイ

ＩＰパケットネットワーク

SHVカメラ

ダイナミック光パスネットワーク技術の創出を目指して

将来の
ネットワーク

イメージ

配信コーディ ネータ

シリ コンフォト ニクス

コンテンツ要求
産総研
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ダイナミック光パスネットワーク

超高精細映像
アプリケーション

ＮＥＣ
富士通

住友電工

 

古河電工
トリマティス

フジクラ
  アルネア
　富士通研

インターフェース

ダイナミックノード

光パスコンディショニング

光パスプロセッサー

ＮＴＴ

放送機関との連携

資源管理技術

● 多粒度対応

● 自律制御分散補償

● 高効率トランスポート

● 次世代波長選択ＳＷ

● 次世代ＷＳＳ

● シリコンフォトニクスＳＷ

● 高速動作

次世代ＲＯＡＤＭ
ＯＤＵクロスコネクト
次世代ＴＬＤ

特殊ファイバ
高速制御
分散モニタ
波形観測
高度多重技術

富士通研高速ＳＷ

ＮＥＣトランスポンダＷＳＳ
 古河電工パッケージ実装

パスモニタ技術

ネットワーク・アプリケーション・

　通信ネットワークの通信量は年率20～40%で激増していま

す。ネット上の動画の普及、デジタル化に伴う放送と通信の

融合などにより、通信量の増大は将来も続き、現在の千倍も

のネットワーク容量が必要になると考えられています。

　電子ルータの国内総消費電力もトラフィックに比例して増

大しており、単純に延長すると2030年頃には、国内総発電

量にまで達します。この増大は、主に情報量の大きい高精細

映像によると考えられます。激増する情報を処理できる抜本

的な低電力化ネットワーク技術が必要です。

光パスネットワークによるグリーンＩＴ社会 (2025年)

遠隔共存イノベーションの創出

超低エネルギー光ネットワーク

グリーン・データセンター
超高精細映像通信・遠隔訪問超高精細映像遠隔会議

遠隔教育

遠隔診断

パブリックビューイング

遠隔コラボ・テレワーク

 産総研が目指す持続的発展可能な  ネットワーク技術開発拠点化構想　

光パスネットワークの技術課題インターネットトラフィックとルータ消費電力の激増

スト レージ等

資源管理

ネッ ト ワーク資源

管理

高速光回線交換
光信号処理

クラウド
コンピューティ ング

導波路型スイッチ・変調器

高速化技術

制御・ドライバ回路

通信ポート

光スイッチ

回路

■ 国内の全インターネットトラフィックと電子ルータの年間消費電力
　　              （総務省などの公開資料を基に作成）
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